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はじめに
田 L｣花 袋 の 小説 『田 舎教師』 ( 明治41年 佐久
良書房刊) の モ デ ル と な っ た小 学校 の 代用教員 は,
よ り高 い 給料 と社会的身分 を手 に入 れ る た め に ,
好 き な 音楽 を生 か し, 中 等音楽教員 の 資格 を取 ろ
う と , 明治36年 9月 , 東京 音楽学校甲種師範科 を
受験 し た 1｡ 明 治30年代 に は , 若 い 小 学校教員 が
中等教員 を夢見 て官立 の 高等教育機関 を受験す る
の は , 教 員 社会 の 風潮 で あ っ た 2｡ 『田 舎教 師』
の モ デ ル は 不合格 と な り, 小学 校 の 准教員で終 わ っ
た が , 『田 舎教師』 の モ デ ル の よ う な 志 を 抱く者
が め ざ し た 中等音楽教員 に つ い て , 東京 音楽学校
に合格 し , 卒 業 後 は 公立高等女学校 で 教 え た 教員
た ち を 例 に し て 考 察 し た い ｡
高等女学校の 音楽教員 と い う集団 を扱 っ た研 究 は,
管見 の 範 囲 で は見当 た らな い ｡ 筆者 は, 東京音楽学
校 の 年報 で あ る 『東京音楽学校 一 覧』 ( 東京芸術大
学附属図書館所蔵 ｡ 明治時代分 の 請求番号 377. ト
0-1 - 5) に ｢卒業生姓名｣ 欄が あ り , 卒業生 の 勤
務校 を掲載 して い る の に着目 し, 表1 (46- 49頁)
に 示 す よ う に , 明 治22年 か ら45年 ま で (1887-
1912), 公立 高等女学校 の 教壇 に 立 っ た 卒 業生 た ち
の 勤務校 と在職年 を学校 ご と に ま と め て み た｡ 表 1
に よ れ ば, 明治時代 に , 東京 音楽学校 は, 全 国の 公
立高等女学校111校 に , 卒業生195名 (音楽取調掛全
科卒 4名, 音 楽取調掛修業謹状付与伝習生 3名 , 専
修部卒25名, 師範部卒17名, 本科卒22名 , 甲種 師範
料率120名 , 乙 種 師範科卒 4名. 表 1 に は卒業学科
を略記 し た｡) 杏 , 音 楽教員 と して 送 り込 ん で い た ｡
本稿 は, 東京 音楽学校 と女子教育界 の 双方 の 事情 を
ふ ま え て , 東 京音楽学校卒業生 が全国 の 高等女学校
に 配置さ れ る過程 と そ の 背景 を, 表 1 か ら読 み取 っ
て い く｡
1 . 高等女学校の 制度化と東京音楽学校
の 教員養成
近代 日本 で は , 女子 に 学 問 は 不要 と い う 風潮 が
強 く , 文 部省も, 明治24年 (1891) に 『中学校令』
を改 正 し た 時点 で , 初 め て ｢ 高等女学校｣を 女子
の 中等教育機関 と し て 位 置 づ け た ｡ (49頁 へ 続く)
-45-
表 1 . 明治 時代 の 公立高等女学校と東京音楽学校卒業生 の在職年
[北海道]
①札幌高女(35)
②函館 高女(38)
(診′ト樽 高女(39)
④ 卜川高 女(40)
[ 百森 県]
① 弘前高女(34)
② 八戸 高女(34)
③ 青森高女(41)
[ 岩 手県]
①岩手高女(30)
:3 3専中村[堤]チ セ 35, 36膏甲守屋[安 藤]敬36, 3 7膏 甲責問[西川]きく37-43, 43甲中西 フ ミ◎44-45
:3 8膏甲遠藤 タキ4l-43, 42tiJ工 藤富次郎◎45-
:4 0甲秋山升40-42, 4 1甲野 H米次郎43--44
:44甲小泉 っ ね4 4-45
:24専石岡[小関]ト ク◎35-38, 40甲･川 ,Jlか つ 40-42, 43甲中西 フ ミ4 3, 4 4甲今 シ ゲ◎44-45-
:29専上原[演地, 林]ツ ル36-37, 3 8器阪本 ソ ノ38, 39甲岡部[妹尾]セ イ39, 38甲君塚正 志42, 43甲伴ひ で
◎43-44
:4 2甲今 ゆき◎42-45-
:3 8甲水野富来38, 40器煙山[I1挿斗]ツ ル ◎41-44, 4 4甲松井 ヒ ロ 44-45-
[ 宮城県]
①宮城県 高女(30):28専戸城[関]ヤ ス 32, 40声竹内[人島]イ マ40, 4 1甲星滞と し◎42-45-
[ 秋田県]
①秋 田県 高女(33):28専笹山[朝倉]ミ エ 3 5, 36善 甲平薄 か ノ◎37-43, 42甲′ト笹[小玉]ミ サ ヲ44, 4 5甲松 木く に45-
[ 山形県]
①鶴 岡高 女(30):38甲 日下部[近 藤]千穂38-42, 43甲須階 ときを◎43-45-
② 酒田 高女(31):44甲岡田 シ ゲ44-45
③ 米沢高女(31):26師大畠[紺野]サ ダ34-35, 3 7膏甲岩 倉 - 野3 7-39. 37善甲大熊 しん◎42-45
④Lhlf5.r高女(31):2 6師大畠[ 紺野]サ ダ36-41･X･ 兼山形女 子師範, 37奮甲良荏光治◎39-一41※兼 山形女子 師範, 37善甲大寿賀し
ん ◎41, 2 4専石 岡[′ト関]トク42 ※兼山形女子師範
['福島県]
①福島高女(30):25専中村[宮 崎]テ ル3 1, 3 8器阪本 ソ ノ3 9, 3 8甲君塚正志40, 4 1甲星葎と し41, 42甲大立目うめ よ42-45-
②会津高女(26):4 2甲小笹[小玉]ミサ ヲ42-43, 4 3甲鈴木あや44-45
③磐城高女(37):4 4甲大谷[阿部]サ ワ44-45
[茨城県]
①水戸高女(33):3 0専 林[田井]- ル35, 36LI け.
'-堀[牛 尾]源36-40, 30師石井[西川]シ ゲ◎41-44, 39甲浅尾 - ツ ネ44-45-
② 土浦高女(36):3 8甲吉村リ ウ38-40, 37奮Lll布村[細 野]う た4i-4 3
[栃木県]
①宇都宮高女(8):3 1専栗本清夫35-42, 38It7:外山国i%-43-44, 4 3声荒木 ア キ45-
[群馬県]
①高崎高女(32):29専上原[潰地, 林]ツ ル3 4-35, 2 5専石坂[渡瀬]ト ン3 6-40, 4 3器井 手ト ミ ヱ 43-44, 4 3甲地脇[木村]た っ4 5-
②郡立栃 木高女(34):40乙鈴木 ひ さ42-45-
③ 山出郡立 桐生 高女(41):42甲戸田 つ る子42--43, 44[t 唱t召ミヨ44, 4 3甲伴 ひ で45-
④前橋高女(43):20取内田粂太郎◎44, 4 5一書川掴5/ ､ ル45
[埼~l;_県]
①浦和高女(32):34専安井[中村]コ ウ34･X･ 研
l
/
ft 科在学, 24師高 木 タ ケ35-36, 34専天野[北村]- ツ3 ト38･X･ 研究 科在学,
3 6奮甲牧野[堀江]む め◎39-L40
②熊 谷高女(43):4 5甲渡遠イ ワ45-
[ 丁糞県]
① 千葉高女(33):35善甲林[小林]た けえ35-36, 37声横山[陶]イ ト37-39 ※39兼干葉女子師範
②東 金高 女(41):4 3甲小幡静江43-44, 45LIJ.J川lハ ル ヱ45-
[東 京府]
①女子高 等師範付属高女(15):35奮 甲加 藤[ 谷野]か ね35-41
② 東京府 立第
一 高女(21):15伝加藤 サ ダ子22, 2 2取林 テ フ◎22, 24専瀬川[ 熱田]サ ク◎27-29, 2 9専由比[東]ク メ30-38.
38声鈴木乃嫡子◎38-45- ※3 8-42研究科在学, 38器 古揮[野 口]きみ39--40･X･ 研究科 在学, 4 1甲清水[飯 町]
い く41, 42器富岡静女42享崇研究科 在学, 42器原 ミチ ◎43 ※研究科在学
③東 京府 立第二 高女(33):2 4専丸山[小津]ト メ ◎33-45- ※36-45兼東京女子 師範, 42声大和田 愛羅44 A 5- ※44-45兼東京
女子師範
④東京府 立第三 高女(35):35奮甲荒島[藤村]す ゑ35, 3 6華甲村田ミ イ36-45- , 37華甲大門[岡部]トク38-45-
⑤東京村 立第四高女(41):4 1声伊藤鈴41-42
[神奈川 県]
①神 奈川 県高女(33):38水野富来39, 4 1器練 木[ 斎藤]すみ42 ※研究科在学, 42器神谷美衛◎43-45-
②組 合立 横須賀高女(39):29師宮部[辰野, 高祖]フ ジ39-41, 4 0甲堀[八十島]千里42-43, 4 4甲宮 田ミ ヨ45
[ 新潟県｣
①新 潟高女(33):30師高井徳蔵37, 3 8甲犬重信蔵39 1 0, 4 1甲′ト部 卯八41-44, 4 1甲大西正直45-
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②長岡高女(35):3 8甲若林孫次38-41, 4 3-45-
③柏崎高女(36):4 0甲山本 さだ40…42, 4 2甲古川 シ ヅ ヱ 42-45
[ 富山県]
① 富山高女(34):3 9甲浅尾 - ツ ネ◎39-41, 4 2甲古瀬紋 吉◎42-45 -
② 高岡高女(40):4 1甲吉 田 な を41-45-
[石川 県]
①石川県立 高女(31):36器福見[梁 瀬]ヒ サ36-38, 29専塚越 ク ガ3940休 軌 37膏甲岩倉 - 野◎43-45-
[ 福井県｣
①福井県高女(25):2 8師今野大膳29, 34師樫尾[原]ト ク◎35-36, 3 7器金津柔能37-41, 37善 甲田 原美喜42145-
[ 山梨県]
な し
[長野 県]
①長野高女(29):29師早川喜左衛門33-36, 38甲小笠原良造38-40, 39甲島津 ちか◎4 卜45-
②松本高女(33):36奮甲豊島盈◎36-43, 3 1専石野魂44--45-
③上田 高女(34):2 4専依 田 辞之助◎35-45-
[ 岐阜県]
①大垣高女(33):3 8甲小 田島豊治38-45-
[ 静岡県]
① 田方 郡立三 島高女(34):4 2声小倉 すゑ42, 3 7膏甲遠藤[LIJ口]と よ44-45 -
②静 岡県高 女(36) :3 6奮 甲平浮 力 ツ3 6, 36膏 甲守 屋[安 藤]敬37-39, 3 5旧甲甲斐[ 内藤] 蝶40-43, 36菖 甲平滞 カ ツ44-45,
4 4器山田ふ く45
[ 愛知県]
①名古屋市立 第 一 高女(29):30師石井[西川]シ ゲ33-39･ 29専上原[潰地, 林]ツ ル40-42, 39器森 田[ 山本]孝43, 40甲望 月
清43-45-
②豊橋 市立高女(35):4 3甲鈴木 ミ ツ 子44, 3 0師石井[西川]シ ゲ4 5
-
③愛知県 立高女(36):4 2甲窪 田たか45- , 4 5甲折 橋ア イ45 -
④名古屋市 立第二 高女(45):35専中村忠雄44-45
[三 重県]
な し｡
[ 滋賀県]
①彦根高女(20):29師宮部[辰 野, 高祖]フ ジ35, 36華 甲牧野[堀江]むめ36-38, 2 9専上原[宿地, 林]ツ ル3 9, 4 0甲尾 崎[贋瀬]
ヒ デ40-45
② 大津高女(22):30師石井[西川]シ ゲ30131, 30専林[田井]- ル ◎32-34, 3 7奮 甲布村[細野]うた3 ト41
[ 京都府]
①京都府 立第 一 高女(5)‥2 2師宇 野[小木]フ デ23-24･ 2 4専岩原[松本]ア イ25-27, 24専村松 ヒ デ2 9-30, 3 0専小林ヤ へ ノ ◎
31~41, 4 0器煙山〔山科]ツ ル40, 4 1甲市原 タ キ41-45- , 4 3甲村 田ミ ネ43, 44甲里見え っ4 4-45-
②京都府立 第二 高女(37):3 7奮 甲新渡戸[ 塚原]- マ3 7-41, 4 2器香川[光井]鈴42-44, 4 5甲宮 崎 タキ45
③加佐郡立高女(40):40甲谷[成 田]ト シ4 ト4 2, 4 3甲地脇[木村]た っ 4 3 A 4, 43甲小幡静江45
④京都 市立高女(41):4 0甲原田 彦四郎42-43, 40甲中島か っ 4 5-
[ 大阪府]
①堺高女(7):3 8甲揮田な を◎4 ト42, 4 0甲谷[成田]ト シ43-4 5
②梅田高女(19)‥18取 市)[r[劉]ミチ22-23, 22師宮崎[石渡]タ マ 2 4-29, 伝18門奈ク リ30-32, 伝18妹 尾繁松32135 ※36以 降
｢ 東京音楽学校一 覧｣に 記載な し
③ 清水 谷高女(33):3 2専河合[田 村]ク ニ3 4, 29専永井幸次39-45- , 2 7専高義孝 - 4 3-45- , 4岬 大 島八 尾◎44-45 -
④郡立 泉南高女(34) :4 0甲栢森亨44-45-
⑤夕陽丘 高女(39):40声井村[加藤]は る よ40-41, 42器遠藤[渡連]ミ サ ホ42, 4 1器杉浦秋乃43-44
⑥大阪市立 江戸堀高女(44):45甲森本絹45-
[兵庫県]
①兵庫県高女(34)=31専安達 カ ウ35-38, 3岬 田 中銀之助◎38-45- , 3 9甲木村[田中]キ セ エ 39-45
②組合立淡路 高女(36):39甲島村[香宗 我部]藤尾39-43, 4岬 竹村[石 剛秀子44, 4 5甲竹村虎45
③氷上郡立高女(36):4 1器土屋そ う43-44. 4 5声林豊子45-
[ 奈良県]
①奈良県 高女(29):3 0師山本静野32, 25専石坂[渡瀬]ト シ3 4-35･ 29師宮部[ 辰野, 高祖]フ ジ36-38, 3 7奮 甲山中[ 根本]サ
ダ39-40, 3 7善 甲杉江秀4 ト43, 44甲矢揮 と め44145
②桜井 高女(36):38甲浮 田な を43-45
[和歌 山県]
①和歌 山高女(24):38甲田 淵 は つ ◎38-42, 4 5甲近藤[今吉]千恵子45
② 町立新宮高 女(39):44甲山部幸恵44-45
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[ 鳥取県]
①鳥取高女(30):3 9甲大 島常治39-40, 3 8甲君塚正 志41, 4 2甲高橋 チ ッ4 2 A 5-
[ 島根県]
①松江高女(30):4 0甲娠[八十島]千 里40-41
②浜 田高女(33):28師今野大膳33, 20取 山本生43-45-
③鹿足郡立 高女(41):45甲内田 は る45-
[岡山県]
① 岡山県高女(33):37華 甲赤尾寅吉4 卜45
-
, 4 2器富 岡静女43-45
② 津山高女(36):3 7膏 甲芝村政子37-4344休 馳 43甲富田小芳43-45-
[ 広島県]
① 広島高女(34) :2 8師吉 田信太35, 3 5乙前 田 ワ セ 35, 37華甲大熊 しん37-40, 3 8華 甲宗像を し へ 38, 39甲岡部[妹尾]セ イ42
-43, 44甲武井[小野田]ノ ブ44-45-
②呉市立高女(40):37華甲岩倉
- 野40, 4 1器杉浦 秋乃41-42, 4 3甲片 ともゑ 岡43, 39甲岡部[妹 尾]セ イ44-45-
③尾道市 立高女(42):44器山田ふ く44, 4 5声 中田 ソ ノ45
[LIJ口 県]
① 山口 高女(20):29師黒部峯三36-45-
② 厚狭郡立徳基高女(34):3 7華 甲松 園郷美37-40
③ 市立下関高女(38):4 0甲原 田彦四郎◎41, 4 2甲藤巻 しう42-45-
④佐波郡立高女(42):4 5甲岡崎喜輿45
-
[徳島県]
①徳 島県高女(35):35華甲 甲斐[内藤]蝶36, 3岬 君塚正志38-39, 3 7膏甲田原美喜40A l, 39甲浅尾 - ツ ネ4 2-43, 44甲小
木曽佳苗44-45-
[ 香川県]
① 高松高女(26) :35奮 甲志水操35-40, 4 3甲山本けい43-45-
②丸亀高女(32):4 0甲今井[法水]ス エ 40, 38甲水野富来4 卜44, 38器阪本 ソ ノ45
③木 田郡組合立 白山高女(41):4 4甲江中[山本]ム メ44, 4 4器村上雪 代45-
[ 愛媛県]
①宇和 島高女(32):4 0甲谷[成 田]ト ン40, 4 4甲林 み つ4 4-45-
②松 山高女(33):30師山本静野◎35-45-
③ 町立今治高女(32):26師清水[長 尾]ヒ デ◎35-45-
[高 知県]
① 高知県高女(20):3 7鳶 甲山中[根本]サ ダ37-38
[ 福岡県]
① 久留米高女(30):3 7膏 甲田原美 喜37-39, 3 4師新宿次郎39-45-
② 小倉高女(31):3 9甲島津 ち か39-40, 3 3師植 村[中村]イ シ44-45-
③福岡高女(31):33師植村[中村]イ シ36-43
④柳河高女(33):3 8甲藤 田 コ ト◎38-45-
⑤市立門司高女(40):3 8甲西村 甫也4 卜45
-
⑥浮羽郡立 高女(40):4 1甲上野モ ､ ヨ4 1-44, 45甲南里 マ サ チ◎45
[佐賀県]
①佐賀 高女(34):29師島村吉門35139･X 兼佐賀女子師範, 4 1甲窪 田 しげ41-44, 4 5甲中村 コ ト45
-
② 町立唐津 高女(41):40乙島内 ミ ナ◎41-42
②組合立鹿 島高女(42):44甲沼田 ジ ュ ヱ4 4-45-
③組合立 武雄高女(41):28師今野大膳45-
[長 崎県]
① 長崎県高女(34):30専神山末吉40-45-
② 佐世保高女(44):4 1甲上野 モ ､ ヨ4 5
-
[ 熊本県]
① 熊本県立高女(36):3 9甲鈴木善野3940休職, 30専高塚樫爾40, 3 8甲犬童信 蔵◎4 ト45
-
[ 大分県]
①大分県高女(33):2 8専管 山[朝倉]ミ エ 37, 奮3 8甲吉 田[近藤]マ キ38, 39甲八木原道三39-40, 3 9甲鈴木善野41, 4 5甲小 野
リ ウ45′ -
[ 宮崎県]
①宮崎県高女(32):3 9甲三 島チ カ エ 39一犯 34師矢野盛雄◎41
[鹿児 島県]
な し
[沖縄県]
①沖縄 高女(33):40甲原田彦四 郎40, 3 7乙矢 野勇雄45
-
- 48-
明治 時代の 公 立 高等女学校 へ の 音楽教員の 配置
[外地]
①台湾 高女(37):40甲今井[法 水]ス エ 44-45-
②台湾総督府 第三 高女(30):3 7華 甲遠藤[山口]と よ38-40
③釜山高女(39):39甲二 島チ カ エ 43-45-
『東京音楽学校 一 覧』 よ り作成｡
高女 は高等女学校 の 略｡ 校名は 明治45年当時 の も の ｡
() 内は創立年｡ 卒 業生 は, 卒業年, 所属学科, 氏名 ([] 内は改姓), 在職年 の 順 で示 す｡
大正 2年も引き続き在職 して い る場合は - で 示す｡
◎ 印 は, 本籍県 に着任 した こ とを示す｡ 数字 は, 明治 の 暦年 をあ らわ す｡
所属 学科 は次の よう に略 す｡
取 : 音楽取調掛全科卒業生 明治18年 - 2 1年卒｡
伝 : 音楽取詞掛修業讃状付与伝習生 明治15年 - 1 8年讃状付与｡
専 : 専修部 明治22年 - 3 5年卒｡
師 : 師範部 明治22年 - 34年卒｡
声 : 声楽部, 器 : 器楽部 明治36年 - 4 5年 卒｡
奮甲 : 師範部に 入学, 甲種師範科 を卒業｡ 明治35年 - 38年卒｡
甲 : 甲種 師範 科 明治38年 - 45年卒｡
乙 : 乙種 師範 科 明治38年 - 45年卒o
な お, 『東京音楽学校 一 覧』 は, 音楽取詞掛修業ま劉犬付与伝習生 の明治36年以降の 勤務校 と, 乙種師範科卒業生の 明治36,
37, 38年 の勤務校 を記載 して い な い｡
(45頁 よ り) 続い て , 明 治28年 (1895) に は 『高
等女学校規程』 を制定 し, 高 等女学校 の 修業年限
(4年 ｡ 5 年 ま た は 3 年も可) や教科目 を 定 め ,
こ の と き ｢音楽｣ を必修 と し た ｡ し か し , 明治32
年 (189 9) の 『高等女学校令』 の 公布 ま で は , 公
立校 は 全国 で も数 え る は ど し か なく , む し ろ 私立
校 の 方 が 各地 で 女子教育 の 先鞭 を っ け て い た 3｡
『高 等女学校令』 の 公布 に よ り , 明 治30年代 も半
ば を す ぎ て , よ う や く 全国 に 府県立 レ ベ ル の 高等
女学校 が設立 さ れ た ｡
高 等女学校 の 制度化 に 対応す る よ う に , 東 京音
楽学校 は , 明 治33年 (1900) 9月 に規則を改正 し,
従来 の 音 楽教員養成課程 で あ る ｢ 師範部｣を , 中
等 音楽教員 ( 中学校, 師 範学校 , 高 等女学校 で 教
え る) を 養成す る ｢ 甲種師範科｣ ( 修業年限2年
と 2 学期 ｡ 入学資格 は中学校 , 師範学校 , 4年 制
以上 の 高等女学校卒業生) と , 初等 音楽教員 (小
学校 で 教 え る) を 養成す る ｢ 乙種師範科｣ ( 修業
年限 1年 ｡ 入学資格 は高等小学校卒業生) に 分 け
た ｡ 師範科 は授業料免除 で あ り , さ ら に , 甲種 師
範科 は , 明 治35年 か ら学費 を支給す る ｢ 官費生｣
( 卒業後に服務義務 あ り) を 置 い て , 中等 教員 の
人材確保 に 努 め た ｡
次 に , 明治 時代 の 甲種師範科卒業生 の 数を表 2
に 示す｡ ま た , 公立 高等女学校 に新卒採用 さ れ た
者 の 数 を () 内に 示す｡
明治35年 か ら45年 ま で , 甲種 師範科 の 卒業生 は,
男 子64名 , 女子129名 , 合 計193名 で , 女 子 が 男子
の 約 2 倍 で あ る｡ 最 初 の 官 費生 が卒業 し た 明治38
年 こ そ , 男 が 女 よ り 1 名多 い が , 今 日 の 音 楽教員
養成系 の 学科 の よ う に , 全 体 的 に は 女子優勢 で あ
る｡ 甲種師範科 の 入学資格か ら考え て , 女子学生 は,
高等 女学校卒 が少 なく な い と み ら れ る ｡ 近 代 日 本
の 教育制度 で は , 女 子 は 高等女学校 で 終了す るが ,
東京 音楽学校 は専門学校 な の で , 甲種 師範科 は,
高等女学校卒業生 に 開 か れ た数少 な い 進学先 で あ っ
た ｡ 折 か ら, 公立 の 高 等女学校 が相次 い で 開校 し ,
表 2 . 東京音楽学校 甲種 師範科卒業生数
卒業年度 男 女 計
明治35年卒 1(0) 5(3) 6 (3)
36年 卒 - 2(0) 6(6) 8 (6)
37年 卒 9(1) 10(9) 19(10)
38年卒 1.2(5) ll(7) 23(12)
39年卒 6(2) 8(7) 14 (9)
40年卒 6(1) 7(7) 13 (8)
41年卒 4■(1) 9(6) 13 (7)
42年奉 5(1) ll(7) 16 (8)
43年卒 4(0) 18(9) 22 (9)
44年卒 10(0) 25(14) 35(14)
45年卒 5(0) 19(14) 24(14)
合計 64(ll) 129(89) 193(100)
『束京音楽学校 一 覧』 よ り作成｡
()内は 公立 高等女学校新卒採 用者数｡
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必修 の 音楽 の 教員が 求 め ら れ た の で , 甲種 師範科
は, 毎 年, 新 卒 者 を 高等女学校 に送 り込 ん だ ｡ 特
に , 甲種 師範科 の 3分 の 2 を占め る女子学生 に と っ
て , 高等 女学校 は格好 の 就職先 で あ り , 女 子学生
の 7割 に あ た る89名 が 高等女学校教員 に な っ た ｡
と こ ろ で , 明 治33年 の 師範部 か ら師範科 - の 改
組 に 伴 う カ リ キ ュ ラ ム 改 正 で , 習 得楽器 が大きく
変 わ っ た 4｡ 師 範 部 で は , ｢ 器 楽｣と い う 科目 で ,
1 年次 に オ ル ガ ン を 毎 週10時間, ヴ ァ イ オ リ ン を
毎 週 4時間 , 2年 次 に オ ル ガ ン を10時間, ヴ ァ イ
オ リ ン を10時間 , さ ら に 撃 を 2 時間履修 し た ｡
一
方 , 甲種 師範科 で は , ｢オ ル ガ ン 又 - ピ ア ノ｣ と
い う 科目 に 変 わ り , 1 年次毎週 3時間, 2 年次 2
時間, 3 年次 2 時間履修 し た ｡ 師範部時代 に は オ
ル ガ ン 並 み に重視 さ れ た ヴ ァ イ オ リ ン は 随意科目
と な り , 撃 は 削除 さ れ た ｡ 乙 種 師範科 は , ｢オ ル
ガ ン｣ と い う 科目 で 毎週 3時間履修 し た ｡ 音楽 教
員 の 楽器 は, 和 楽 器 よ り も西洋楽器 , 西 洋楽器 の
中 で は ヴ ァ イ オ リ ン よ り も オ ル ガ ン に な り , さ ら
に 中等教員 に は ピ ア ノ を 加 え た ｡ こ う し て , 甲 種
師範科生 は , ピア ノ を 弾 く 新世代 の 教員 と し て ,
全 国 に 赴任 し て い っ た ｡
な お , 東京 音楽学校 で は , 専修 部 , 本 科 の 声 楽
部 や 器楽部 で も, 教職 科目 を履修 し て 中等音楽教
員 の 資格 を取 る こ と が で き た ｡
3 . 『高等女学校令』 公 布まで の 東京音楽
学校卒業生の 配置状況
『東京音楽学校 一 覧』 に よ れ ば , 明治22年 か ら,
東京 音楽学校卒業生 は公立高等女学校 の 教壇 に立 っ
て い た ｡ 東 京府高等女学校 ( 東京府立第
一 高等 女
学校 の 前身) に は , 明治15年 の 音楽取調掛修業讃
状付与伝習生 の 加藤 サ ダ 子, 明治20年 の 第 2 回音
楽取調掛全科卒業生 の 林 テ フ が い た ｡ 大 阪高等女
学校 ( 大阪府立梅 田高等女学校 の 前身｡ 大正12年
に 大手前高等女学校 と改称) に は , 明治18年 の 音
楽取調掛第 1回全科卒業生 の 市川 ミ チ が い た｡
明治20年 に 開校 し た 東京音楽学校 は , 予科 の 卒
業試験 の 成績 に よ っ て , ｢ 音 楽二 特 別 ノ 才能 ヲ 有
ス ル モ ノ ｣ を専修部 に , ｢音 楽教員 二 適富 ナ ル モ
ノ｣ を 師範部 に 入学 さ せ た (『東京音楽学校規則』
第 四 傑)｡ 師 範部 に は , 初 等 教育課程 と 中等教育
課程 の 別 は な く , 高 等女学校 の た め の 教 員養成 は
特 に 考 え ら れ て い な か っ た ｡ し か し, 高等 女学校
の 東京音楽学校 に 対す る期待 は大 きく , 師範部第
1回生 で 明治22年卒 の 宇野 フ デ が 翌23年 に 京都府
高等女学校 ( 京都府立第
一 高等 女学校 の 前身) に
赴任 し た ｡ 京 都 府高等女学校 は , 明治23年 7 月 に
別科 と し て 設 置 し た ｢唱歌専修科｣ の た め に , 宇
野 を招 い た と い う 6｡
東 京 竜楽学校卒業生 は , ま ず , 東京 府高等女学
校 , 大 阪高等女学校, 京 都府高等女学校 と い う ,
大 都市 の 名門校 に配置 さ れ た ｡ し か も , 明治28年
の 『高等女学校規程』 に よ り 音楽 が必修 と な る ま
で , 東 京音楽学校卒業生 が教 え た の は , こ れ ら の
3校 だ け で あ っ た ｡
一 方 , 文部省 は, 公立 高等女学校 の 振興 の た め ,
明治26年 に 府県 の み な らず市町村 に よ る 設立 も認
め た の で , 『高 等女学校 令』 が公布 さ れ た 明治32
年 に は , 公 立高等女学校 は30校 に な っ た
6
｡
し か
し , 明治3 2年 の 時点 で も, 東 京 音楽学校卒業生 の
勤務校 は限 ら れ て お り , 東 北 1 軌 関東 1校 , 近
畿 4 校, 合計 6 校 で , 公 立高等女学校30校 の う ち
20 %で あ る (51- 52頁二の 表 3- A)｡
4
.
『高等女学校令』 公布直後の 東京音楽
学校卒業生 の配 置状況
『高等女学校令』 は, 全 国 に 府 県立高等女学校
の 設置 を義務 づ け た ｡ し か し, 予 算 不足 や女子教
育 へ の 無 理 解 な ど の 理 由 で , 明 治32年 で は, 1 道
19県 が 未設置 で あ っ た ｡ そ の 後, 県 立校 を新設 し ,
既 設 の 私 立校 や市町村立校 を県 に 移管 し, あ る い
は 県 が 補助金 を出 して ｢ 県立代用校｣に す る 努力
も し た結果 , 明 治36年 (1903) に は t 府 県 庁所在
地 を中心 に , 各府 県 に 1 校以上 の 府県立佼 が設置
さ れ 7, 全 国 の 公 立校 は83校 に な っ た
8
｡
明治36年 に は, 東京 音楽学校卒業生 の 勤務校 は,
北 海道 1校 , 東北 3 校, 関 東 9 校 , 中部 7 校 , 近
畿 4 酪 中国1校 , 四 国 4校 , 九 州 2 校 と ,
一 応,
北 海道 か ら九州 ま で 及 ぶ が , そ れ で も勤務校 の 総
数 は31校 で , 全 国 の 公 立校83校 の う ち37 %に と ど
ま る (51- 52頁:の 表 3- B).
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表 3 . 東京音楽学校 卒業生が配置され た公立高等女 学校
A . 明治32年 B . 明治36年 C
, 明f台45年
(1899) (1903) (1912)
北 海 道 札幌高女 札幌高女, 函館高女, 上川 高女
東 北 青 森
岩 手
宮 城
秋 田
山 形
福 島
仙台市立高女
青森 県立第 一 高女
青森 県立 第二 高女
止便壬県高女
弘前高女(旧青森県立 第 一 高女), 青森高女
岩手県 高女
宮城県高女( 旧仙台市立高女)
秋 田県高女
酒 田高女, 鶴 岡高女, 米沢高女
福島高女, 会津高女, 磐 城高女
関 東 茨 城
東京府高女
i
水戸高女 水戸高女
栃 木 栃木県高女 宇 都宮高女( 旧栃木県高女)
群 馬
埼 玉
群馬県高女
浦和高女
高崎高女( 旧群馬県高女), 桐生高女, 前橋高女
栃木高 女
熊谷高女
千 葉 千葉県高女 東金高女
東 京
神奈川
東京府立第 一 高女( 旧東京府 高女) 東京府立第一 高女
東京府立第二 高女 東京府立第二 高女
東京府立第三 高女
東京女高師附属高女
東京府立第三 高女
神奈川県高女, 横須賀高女
中 部 新 潟
富 山
石 川 石川県高女
新潟 高女 , 長岡高女, 柏崎高女
富 山高女, 高岡高女
石川県高女
福 井
山 梨
長 野
短井県高女 福井県高女
長野高女, 上 田高女, 松本高女 長野高女, 上 田高女, 松本高女
静 岡 静岡県高女 静岡県高女, 二 島高女
愛 知
岐 阜
名古屋市立高女 名古屋■F 立第 一 高女 , 愛知県高女,
名古屋市立第 二 高女, 豊 橋市立高女
大垣高女
近 畿 三 重
滋 賀 大 津高女 彦根高女 彦根高女
京 都
大 阪
兵 庫
奈 良
和歌山
京都府 高女
堂 島高女
( 旧大阪高女)
奈良市立高女
京都府高女
兵庫 県高女
奈良 県高女( 旧奈良市立 高女)
京都府立第 一 高女( 旧京都府高女),
京都府立第二 高女, 京都市高女, 加佐郡立高女
清水谷高女, 泉南高女, 江戸堀 高女, 堺高女
兵庫 県高女
淡路 高女, 氷上郡立高女
奈良 県高女, 桜井高女
和歌 山高女, 新宮高女
中 国 鳥 取
島 根
岡 山
広 島
山 口 山 口高女
鳥取県 高女
浜 田高女, 鹿足郡高女
岡山高女, 津山高女
広島高女, 呉市立 高女, 尾道市立高女
山 口高女,
下関高女, 佐波郡立 高女
四 国 香 川 高松高女 高松高女, 丸亀高女, 白山高女
徳 島 徳島県高女 徳島県高女
- 51-
四 国 愛 媛
高 知
松山高女, 今治高女 松 山高女, 今治高女, 宇和島高女
九 州 福 岡 福岡市立高女 小倉高女, 久留米高女, 柳河 高女, 門司高
女,
浮羽郡立高女
佐 賀
長 崎
熊 本
大 分
宮 崎
鹿児島
佐賀県高 女 佐賀県高女, 武雄高女, 鹿 島高女
長崎高女, 佐世保高女
寿賀本県立高女
大分 県高女
沖 縄 沖縄高女
外 地 釜 山高女 (朝鮮)
台湾総督肝高女
『東 京音楽学校 一 覧』 より作成｡
と こ ろ で , 明治36年 の 甲種師範科 の 卒業生 (た
だ し師範部時代 の 入学 な の で , 善 甲 種 と 称 し た)
は 8 名 で あ る ｡ そ の う ち , 男子 2 名 は 中学校 と師
範学校 に 採用 さ れ た ｡ 女 子 6名 は 全員 が府県立高
等女学校 に 採用 さ れ た ｡ 次 に , 36年生 8 名 の 明治
36年 か ら45年 ま で の 10年間 の 職歴 を た ど っ て み よ
う ｡ 氏 名 の あ と の 県名 は本籍県, 数 字 は 明治 の 暦
年 で あ る ｡
①村 田 ミ イ (新潟)
36-45- 東 京府立第 三高女 , 42-45- 東 京 音楽
学校講師
②井手茂太 ( 長野)
36-40飯 田 中◎, 41-43松本女師◎ , 44-45- 松
本師範◎
③牧野[堀江]む め ( 埼玉)
36-38彦根高女 , 39-40浦和高女◎ , 41 なし ,
42滋 賀女子師範, 43 な し, 44在朝鮮, 45 な し
④平浮 力 ツ (秋田)
36静岡県高女, 37-43秋 田 県高女◎ , 44-45-
静 岡県高女
⑤豊島盈 (長野)
36-43松本高女◎, 38-4 0( 兼) 松本女子師範
◎, 44休職 , 45死亡
⑥岩堀[牛尾]源 (静岡)
36-40水戸高女, 4 卜45- 私 立 山中高女 (広島)
⑦九島[松村]和 三郎 (秋 田)
36-3 7徳島師範 , 38-45- 神 戸 市小学校教員
⑧守屋[安藤]敬 ( 神奈川)
36札幌高女 , 37-39静岡県高女 , 40-45- 私 立
三 輪 田 高女 ( 東京)
① の 村田 は , 東 京 府立第 三高女 に 採用 さ れ (35
年甲種卒荒島[藤村]すゑ の 後任), 4 2年 か ら は 母校
の 講師 を兼任 し た ｡ ② の 井 手 は , 本籍 の あ る 長野
県 の 学校を歴任 し た ｡ ⑨ の 牧 野 は , 彦根 高女 (29
年 師範部卒宮部 フ ジ[辰野 , 高 相] の 後任) で 2
年 (牧野の 後任 は29年専修部卒上原 [虞池 , 林]
ッ ル), 本 籍 の あ る 埼玉県 の 浦和高女 (34年専修
部卒天野[北村] - ツ の 後 任) で 2 年教 え た が ,
『東京音楽学校 一 覧』 に よ れ ば , 42年 に 牧野 は堀
江姓 と な り , そ の 年 の 滋 賀女子師範勤務 を最後 に
教職 を離 れ た ｡ ④ の 平滞 は , 新 設 の 静 岡県高女 に
採用 さ れ た が , 翌3 7年 に 本籍 の あ る秋 田 県高女 で
7 年教 え (28年専修部卒笹山 [朝倉] ミ エ が35年
に 退職 し て い た), 44年 に 静岡県高女 に 復職 し た
( 秋田県高女 の 後任 は42年甲種卒小笹 [小玉] ミ サ
ヲ)｡ 平 揮 の 不 在中 の 静岡県高女 は , 平 揮 の 同期
で あ る ⑧ の 守屋 が37年 か ら39年 ま で , 35年 甲種卒
の 甲斐蝶 が40年 か ら4 3年 ま で 教 え た . ⑤ の 豊 島 はt
本 籍 の あ る長野県 の 松本高女 に 東京音楽学校 か ら
初 め て 採 用 さ れ , 38年 か ら40年 に は松本女子師範
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明治時代の 公 立 高等女学校 へ の 音楽教員の 配置
も兼任 し た が , 44年 に 休 職 し , 翌 年 に 死亡 し た
( 豊島の 後任 に は , 31年 専修部卒 の 石野魂 が 松本
高女 に , 同期 の ② の 井 手茂太 が松本女子師範 に 着
任 し た)0 ⑥ の 岩堀 は , 水 戸 高女 (30年専修部卒
林 [田井] - ル の 後 任) で 5 年教 え ( 後任は本籍
茨城県 の 30年師範部卒石井 [西川] シ ゲ), 41年 か
ら広島県 の 私立山中高女 に 移 っ た o ⑦ の 九 島 は,
徳 島 師範 で 2 年教 え た あ と , 神戸 市 で 小学校教員
の 道 を 選 ん だ ｡ ⑧ の 守 屋 は , 札 幌 高女 に 赴任 し た
が (33年専修部卒中村[堤]チセの 後任), 翌年 に④ の
平滞 の 後任 と な っ て 静岡県高女 で 3 年 (札幌高女
の 後任 は37年奮甲種卒責間 [西川]き く), 40年 か
ら は 東京府 の 私立 三 輪 田高女 で教 え た ｡
以 上 , 奮 甲種師範科36年生 の 勤務 し た 高等女学
校 は, 36年 生 の 前任者 ま た は 後任者 , あ る い は前
任者 と後任者 の 両方 が東京音楽学校出身者 で あ る｡
そ し て , 東 京, 浦 和, 水 戸, 静 岡, 松 本 , 秋 田 ,
彦根 , 札 幌 と い っ た 勤 務地 を み る と , 東 京 の よ う
な 大都市 と地方 の 有力都市 の 高等女学校 を*'L､に ,
東 京音楽学校卒業生 の ｢指定席｣ が形成 さ れ つ つ
あ る こ と を 感 じ さ せ る｡ た だ し , 東 京 の 府 立校 に
比 べ て , 地 方 の 県 立校 の 指定席 は, 卒 業生 の 問 で
短期間 に 次 々 に 回 さ れ る 傾向が あ る｡
5 . 明治40年代の 東京音楽学校卒業生 の
配 置状況
明治40年代 に な る と, 府 県庁所在地 以 外 の 市 や
町 , 郡 部 に も , 2校 目 , 3 校 目 と 公立高等女学校
が増 え て い っ た｡ ま た, 文部 省 は, 明治43年 (1910)
に 『高等女学校施行規則』 を制定 し, 普通 教育 の
高等女学校 に 対 し て , 修 業年限 が短く (2 - 4年),
裁縫 や 家事を重視 し た 主婦教育 を行 う ｢ 実科高等
女学校｣ の 設置 を認 め た ｡ そ の 結 果 , 明治 が 終 わ
る45年 に は , 公立 高等女学校 は156校 , 公 立 実科
高等女学校 は78校 を 数 え た 9｡ た だ し , 小学 校同
様 の ｢ 唱歌｣ とい う 科目名 で 音楽教育 を行 っ た 実
科高等女学校 は , 少 なく と も明治時代 に は , 東京
音楽学校甲種師範料率業生 の 勤務校 に は な ら な か っ
た10｡
明治4 5年 に は , 東京 音楽学校卒業生 が勤務 し た
高等女学校 は , 北 海道 3 校 , 東北11校, 関東13校,
中 部1 7校, 近 畿16校, 中国1 1校 , 四 国 7 校, 九 州
12校 , 沖縄 1校 , さ ら に 外地 も 2校 あ り , 総 計 は
93校 で あ る (51- 52頁 の 表 3- C)｡ こ れ は , 全
国 の 公 立校156校 の 5 9% に あ た り, や っ と 半 数 を
越 え た ｡ ま た , 東 京音楽学校卒業生 が 2人以上配
置 さ れ て い る府 県 は, 明 治36年 は 1 府 3 県 ど ま り
だ っ た が , 4 5年 に は 1道 3府22県 に 増 え た｡ 逆 に ,
東 京音楽学校卒業生 が 一 人 も配置 さ れ て い な い 府
県 は , 明 治36年 は22県 も あ っ た が , 45年 は 5 県 に
減 っ た ｡
と こ ろ で , 明治40年代 に は , 教 育用楽器 と し て ,
ピ ア ノ は ま だ ヴ ァ イ オ リ ン は ど普及 し て い な か っ
た の で , 東京 音楽学校卒業生 の 勤務校 が 全国 に広
が る と と も に , ｢従 来東京音楽学校師範科 に は ヴ ァ
イ オ リ ン の 科 目 な く , 同 校卒業後地方 に職 に 就く
者 の 不便甚少 か ら ざ る｣ ( 『音楽界』 第 3巻第 6
号 ｢ 楽報｣ 欄52頁 明治4 3年 6 月) こ と が 問題 に
な っ た ｡ そ こ で , 東 京 音楽学校 は , 明治 4 3年度
か ら 甲種師範科 の 器楽 の 科目名を ｢オ ル ガ ン 又 -
ピ ア ノ｣ か ら ｢オ ル ガ ン , ピ ア ノ , 又 - ヴ ァ イ オ
リ ン｣ に 改 め (『東京音楽学校 一 覧』 第 四 規則
第十九候), ヴ ァ イ オ リ ン を 追 加 し た ｡ 翌44年度
か ら は, ピ ア ノ , オ ル ガ ン , ヴ ァ イ オ リ ン の 中か
ら 一 つ を 選修 し , 一 つ を 随意科目 とす れ ば よ い こ
と に な っ た (『東京音楽学校 一 覧』 第 四 規則 第
十 八 傑)｡ し か し, こ う し た ｢ 配慮｣は い か に も
中央 の 発想 だ ろ う ｡ た と え ば , 愛 知県高等女学校
は , 明治43年 の 新校舎落成記念 と し て , 同窓 会 か
ら ピ ア ノ を 寄贈 し て も ら っ た よ う に11, 地 方 の 高
等女学校 で も ピ ア ノ を 獲得す る方向 に進 ん で い た｡
東京 音楽学校卒 の 音楽教員 は , 各地 で ピ ア ノ 推進
者 と し て 尽 力 し て い た の で は な い だ ろ う か ｡
むすぴ に
明治32年 の 『高等女学校令』 を機 に , 全 府県 の
主要 な市 や 町 に 設置 さ れ た 高等女学校 は , 明治 日
本 の 女子 に と っ て , 地元 で の 最 高学府 で あ っ た ｡
西洋 音楽 は , 女子 の エ リ ー ト機 関 で あ る 高等女学
校 の 象徴 と し て 機 能 し て き た 面 が あ り , 音楽 教員
も エ リ ー ト が 求 め ら れ た｡ 東京音楽学校卒業生 は,
旧 音 楽取詞掛時代 か ら, 大都 市 や 地方 の 有力都市
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の 名門校 を *'L､に 配 置 さ れ て い た ｡ 東 京音楽学校
ち, 明治33年 に 師範部 を改組 し た 甲種師範科 に よ っ
て 本格的 に 中等教員養成 に 取 り 組 む よ う に な り ,
卒 業 生 の 配置先 も全国 に広 が っ て い っ た ｡ 東京 音
楽学校 の 教員 で も, 明治34年 に 助教授 の 小関 ト ク
が 弘前高等女学校 - , 翌35年 に 助教授 の 高木武 が
浦和高等女学校 に 赴任 し た例 が あ る ｡ 特 に , 弘前
高女 は , 小 関 に 続 き , 中 島か つ , 中西 フ ミ , 今 し
げ ( 明治38年 の 母校卒業生) と , 次 々 に 東京音楽
学校 か ら音楽教員 を採用 し, 明 治36年以 降 , 毎 年
音楽会 を 開催 し て 弘前音楽界 を リ
ー ド し て い っ た
こ と は , 学 校史 に 誇 り を も っ て 記述 さ れ て い る
12
｡
確 か に , 弘前 高女 の よ う に , 地 方 で 東 京音楽学
校 か ら 切 れ 目 な く音楽教員 を採用 で き た 学校 は幸
運 で あ っ た ｡ 全国 の 公 立高等女学校 の 中 で , 東京
音楽学校 の 卒業生 の 勤務校 が 占め る 比率 は , 全府
県 に 公立校 が完備 し た 明治36年 で 37 %, 明 治45年
で 59 %で あ り , 高等 女学校 の 増加 に 東京音楽学校
の 教員養成 は と て も 追 い っ か な か っ た ｡ 次 に ,
『音 楽界』 13 誌 上 に 掲載 さ れ た ｢中等教員 の 払底｣
と題す る記事 を引用す る ｡
目 下各種教員 の 供給多 く需要割合 に 少 な き 状態
な る に, 独 り 音楽教員 は甚不足 に し て , 全 国 の 師
範学校 に て 現 に 約 十名 の 不足 , 公立 高等女学校 に
て は 現 に 約 四 十名 の 不足, 中学 校及郡私立 の 高等
女学校 に 至 り て は 算 な く , 何 れ も有資格者 は到底
得 ら れ ざ れ ば と て , 無 資 格者 を求 む れ ど も , 到底
補充す る能 は ぎ る 由｡
(『音楽界』 第4巻第 9号 ｢ 楽報｣ 欄 54
頁 ｡ 明治4 4年 9月)
東京音楽学校 の 甲種師範科 は , 中 等音楽教員養
成 の 本道 で あ る が , 中 等 教員 に な る に は, ｢無 試
験検定｣ ( 文部省が 定 め た 官立 軌 私立校 の 卒業
証書 が あ れ ば 教員免許 が認 め ら れ る) や ｢ 試験検
定｣ ( 検定試験に よ っ て 教 員免許 を取得す る) と
い う 方法 も あ っ た ｡ し か し, 現 実 に は , 相 当数 の
｢ 無 資格者｣ も任用さ れ て お り , そ れ で も , 教 員
不 足 は 解消 し な か っ た｡ 慢 性 的 な 教員不足状態 で
あ れ ば こ そ , 東京 音楽学校 の 甲種師範科卒業生 は,
当初 は服務義務 に よ り 指定 さ れ た 学校 に 配置 さ れ
て も , よ り 良 い ポ ス ト を求 め て 異 動 し て い っ た ｡
ま た , 表 1 を み る と, 乙 種 師範料率業生 で も, 少
数 だ が , 高 等女学校教員 が お り (栃木高女の 鈴木
ひ さ , 広 島高女 の 前 田 ワ セ , 唐 津高女 の 島内 ミ ナ ,
沖 縄 高女 の 矢野勇雄), 学 歴 や 資格 が な く て も ,
歌 や 楽器 の 演奏技術 が あ れ ば , 高 等女学校 の 教壇
に立 て る 可能性 も な く は な か っ た ｡ し た が っ て ,
東京 音楽学校受験 に 失敗 し た 『田舎教師』 の モ デ
ル も, も し, 若く し て 病 死 せ ず に, 野 心 を 持 ち 続
け て い れ ば , 小学 校教員 か ら 中等音楽教員 に 転身
す る道も あ り 得 た か と 思 う ｡
音 楽教育 を通 じ て 西 洋音楽 に 目覚 め た と い う 日
本人 は多 い が , 日 本 で の 西洋音楽 の 普及 に は, 今
日 で は 歴 史 の 中 に 埋も れ た 数多く の 音楽教員 た ち
の 立身出世 の 物語 が 多数存在 し て い た こ と を音楽
史研究 は忘 れ て は な ら な い だ ろ う ｡
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